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                       令和５年４月  第１９５号  

あんしょう  にこにこつうしん  

回覧 

第５次地域福祉計画策定に向けて  

今年度は第４次地域福祉計画の期間満了の年になります。それに

伴い、現在の町内福祉委員会の基本目標を見直し、これまでの成果

や課題をもとに、新たな５年間の計画の策定を進めていくため、２

月１５日（水）に、第１回安祥地区地域会議を開催しました。当日

は、「困りごとを地域として考える」をテーマに、地域での生活に

困っている方の事例から困りごとを整理し、それに対して各町内で

支援できることや支援できそうなことを考えるワークショップを

行いました。  

今後も各町内で同様の会議を複数回開催し、より良い町にするた

めに町内福祉委員会役員を中心に計画を考えていきます。  

町内会事務所で車いす

の貸し出しをすれば、

移動が少し楽になるか

もしれないな。  

足腰が弱くなってきた

ことで、サロン会場ま

で歩いてこられない方

がいるかもしれない。

複数の会場でサロンを

開催したら参加しやす

いかな。  

サロン会場まで送迎をするなど、

お手伝いできたらいいな。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古井町内会と古井新町町内会では、令和３年度に全２回のワークショップを通

して「手づくりハザードマップ」を作成したのに続き、令和４年度は NPO 法人

レスキューストックヤード、NPO 法人コミュニティサポーターホップ、危機管

理課の協力のもと、全４回のワークショップを行い、地区防災計画の作成に取り

組みました。  

ワークショップでは、過去の災害で被災地の住民が直面した様々な生活困難に

ついて学び、避難所や防災備蓄の状況について確認し、将来発生する可能性のあ

る災害に備えた防災訓練について検討しました。  

古井町内会のワークショップでは、①住民の安否確認について、住民が無事で

あることを掲示する仕組みを作り、安否確認を迅速にすることで、避難行動要支

援者などの災害弱者の安否確認に注力すること、②町内の井戸水の調査・活用と

炊き出し体験について提案されました。  

古井新町町内会のワークショップでは、①簡易トイレの使い方と衛生管理の啓

発、②食材を持ち寄っての防災食体験（闇カレーなど）、③災害時の避難支援マ

ップの作成と AED などの資機材の場所と使い方の勉強会、④身近にあるものを

使った搬送訓練（長机など）、⑤車中泊訓練、が提案されました。  

両町内会のワークショップでは、高齢者や車いす利用者等への支援をどうすべ

きかという視点が随所で語られ、助け合いの町づくりを感じることができまし

た。  

レスキューストックヤード栗田

氏の防災講義  

昨年作成した、手づくりハザー

ドマップを再確認  

地区防災計画作成ワークショップを開催しました。 

毎回話し合った成果を発表  

福祉事業所もワークショップ

に参加し、即興で行った、頭の

リフレッシュ体操  



  



 


